
鹿
児
島
県
告
示
第
　
　
　
　
　
　
　
号

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

九
州
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鶴
　
知
之

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

鹿
医
　
一
六
六
四
三

厚
地
　
岳
人

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
四

有
満
　
誠
謙

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
五

今
原
　
こ
と
み

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
六

浦
村
　
碧

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
七

勝
山
　
ビ
タ
リ
︱

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
八

河
野
　
史
也

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
四
九

河
野
　
諒
太

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
〇

川
原
　
凜
太
郎

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
一

木
原
　
千
佳

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
二

桑
江
　
高
弘

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
三

坂
口
　
尚
弥

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
四

瀬
戸
口
　
彩
花

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
五

立
和
田
　
葵

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
六

長
谷
　
拓
実

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
七

宮
内
　
大
圭

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
八

宮
内
　
雅
也

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
五
九

宮
路
　
あ
い
か

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
〇

矢
野
　
ひ
か
り

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
一

和
田
　
健
吾

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
二

和
田
　
大
輝

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日



登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

鹿
医
　
一
六
六
六
三

渡
部
　
克
哉

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
四

愛
甲
　
優

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
五

有
馬
　
悠
平

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
六

伊
藤
　
翼

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
七

上
田
　
怜

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
八

枝
松
　
真
沙
弥

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
六
九

金
子
　
優

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
〇

木
之
下
　
藤
真

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
一

坂
下
　
敬
季

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
二

中
田
　
光
紀

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
三

中
村
　
佐
乃

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
四

林
　
佑
翼

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
五

東
元
　
智
玄

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
六

宮
原
　
和
暉

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
七

宮
村
　
亮
太
郎

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
八

森
　
理
紗

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日

鹿
医
　
一
六
六
七
九

大
塚
　
久
希
子

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
十
日

鹿
医
　
一
六
六
八
〇

佐
藤
　
航

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
十
日



鹿
児
島
県
告
示
第
　
　
　
　
　
　
　
号

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

九
州
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鶴
　
知
之

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

鹿
歯
　
三
七
五
九

東
元
　
郁
菜
子

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
八
日



鹿
児
島
県
告
示
第
　
　
　
　
　
　
　
号

　
健
康
保
険
法
︵
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
︶
第
七
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
︑
以
下
の

九
州
厚
生
局
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
鶴
　
知
之

と
お
り
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
を
行
っ
た
の
で
︑
保
険
医
療
機
関
及
び
保
険
薬
局
の
指
定

並
び
に
保
険
医
及
び
保
険
薬
剤
師
の
登
録
に
関
す
る
政
令
︵
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
八
十
七
号
︶

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
︑
公
示
す
る
︒

令
和

年

月

日

登　
録　
の　
記　
号　
番　
号

氏　

名　

登

録

年

月

日

鹿
薬
　
六
二
五
九

濵
田
　
祐
成

令
和
　
　
六
年
　
三
月
二
十
九
日

鹿
薬
　
六
二
六
〇

八
ヶ
代
　
祥
一

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
三
日

鹿
薬
　
六
二
六
一

藤
島
　
沙
季

令
和
　
　
六
年
　
四
月
　
　
三
日


